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成
城
大
學
と
敦
煌
研
究
院
と
の
交
流

上　

原　
　
　

和

一

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
に
、
成
城
大
学
の
文
藝
学
部
長

に
就
任
し
た
私
は
、
当
時
敦
煌
研
究
院
か
ら
、
客
員
研
究
員
と
し
て

賀
世
哲
氏
を
、
ま
た
研
究
生
と
し
て
若
年
の
劉
永
増
氏
を
招
い
て
い

た
東
京
藝
術
大
学
の
美
術
学
部
に
倣
っ
て
、
成
城
大
学
で
も
敦
煌
研

究
院
か
ら
研
究
者
を
招
い
て
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
を
教
授
会
で
提

案
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
敦
煌
は
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
四

月
の
初
旅
以
来
、
す
で
に
三
度
訪
問
し
た
曽
遊
の
地
で
あ
り
、
賀
世

哲
・
劉
永
増
両
氏
と
も
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
。

早
速
、
翌
年
の
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
か
ら
一
年
間
、

敦
煌
研
究
院
か
ら
接
待
部
所
属
の
朱
洪
江
氏
を
、
文
藝
学
部
の
研
究

生
と
し
て
迎
え
た
。
宿
舎
は
大
学
の
校
舎
か
ら
間
近
に
あ
る
運
動
部

の
合
宿
所
の
一
部
屋
を
借
り
た
。

続
い
て
翌
年
の
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月
に
は
、
敦
煌
研
究

院
接
待
室
通
訳
の
ま
だ
少
女
の
よ
う
な
賀が

小し
ょ
う

萍へ
い

さ
ん
を
、
文
藝
学

部
の
研
究
生
と
し
て
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
そ

の
翌
月
の
五
月
八
日
の
午
前
中
に
、
敦
煌
研
究
院
の
段
文
傑
院
長
が

成
城
大
学
に
来
訪
し
、
加
藤
一
郎
成
城
学
園
長
は
じ
め
山
田
俊
雄
成

城
大
学
長
、
文
藝
学
部
長
の
私
に
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
賀
小
萍
の

受
け
入
れ
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
文
藝
学
部
の
大
教

室
で
、
学
生
た
ち
に
『
敦
煌
藝
術
の
魅
力
』
と
題
し
て
講
演
を
し
て

下
さ
っ
た
。
私
た
ち
は
歓
迎
の
午
餐
会
を
開
催
し
て
、
歓
談
し
た
。

遠
方
か
ら
来
日
し
て
、
部
下
の
若
い
研
究
員
の
た
め
に
謝
禮
の
挨
拶

を
な
さ
れ
た
段
文
傑
院
長
の
禮
義
正
し
さ
と
、
若
い
部
下
の
海
外
で
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の
生
活
を
気
遣
わ
れ
る
思
い
や
り
の
深
さ
に
、
私
は
心
を
打
た
れ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
翌
年
の
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
三
月
に
は
、
私
は
二

期
続
け
た
文
藝
学
部
長
の
四
年
間
の
任
期
を
終
え
、
四
月
か
ら
大
学

院
文
学
研
究
科
長
に
転
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
早
速
に
も
同
年
の
四

月
に
は
、
敦
煌
研
究
院
の
幹
部
で
あ
る
蔡
偉
堂
氏
を
、
大
学
院
の
客

員
研
究
員
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
宿
舎
も
成
城
七
丁
目
に
新
築
さ
れ

た
「
成
城
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
あ
っ

た
。
蔡
偉
堂
氏
と
は
そ
の
後
私
が
敦
煌
莫
高
窟
の
調
査
に
行
く
度
に

世
話
に
な
り
、
二
五
年
後
の
今
日
ま
で
元
日
に
は
、
中
國
風
の
華
麗

な
年
賀
狀
が
航
空
便
で
届
い
て
い
る
。
私
も
毎
年
葉
書
の
年
賀
狀
を

封
筒
に
収
め
て
航
空
便
に
托
し
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
三
月
の
私
の
停
年
退
職
後
も
、

す
で
に
東
京
藝
術
大
学
に
在
留
し
て
い
た
趙
聲
良
氏
が
、
平
成
一
〇

年
（
一
九
九
八
）
四
月
か
ら
五
年
間
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
に
外
國
人
客
員
研
究
員
と
し
て
在
学
し
、
中
國
美
術
史
担
当
の
東

山
健
吾
教
授
の
も
と
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。
私
が
同
氏
に
會
っ
た

の
は
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
五
月
七
日
、
成
城
大
学
の
近
く

に
あ
る
中
國
茶
坊
〈
櫻
華
〉
に
お
け
る
送
別
会
の
際
で
、
同
氏
の
名

刺
に
は
す
で
に
学
位
の
取
得
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
戴
い

挿図 1　敦煌莫高窟の遠望。背後は鳴沙山の砂丘
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た
論
文
『
敦
煌
隋
唐
壁
画
説
法
図
に
表
れ
た
「
聖
樹
」』（『
成
城
大

学
美
学
美
術
史
』
第
九
号
抜
刷
）
に
は
、
敦
煌
莫
高
窟
の
隋
唐
壁
画

に
見
ら
れ
る
印
度
や
西
域
か
ら
伝
え
ら
れ
た
マ
ン
ゴ
ー
系
の
聖
樹
の

様
式
が
、
挿
図
入
り
で
、
巧
み
な
日
本
語
を
駆
使
し
て
、
詳
細
に
記

述
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
趙
聲
良
氏
と
は
、
私
が
成
城
大
学
を
退
職
し
て
か
ら
八
年
後

の
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
三
月
二
日
の
夜
、
敦
煌
研
究
院

の
段
文
傑
院
長
の
お
宅
に
伺
っ
た
こ
と
も
あ
る
卒
業
生
の
北
村
永は

る
かさ

ん
の
案
内
で
、
同
僚
の
殷
光
明
氏
と
一
緒
に
、
わ
が
家
に
来
訪
し
、

一
夕
盃
を
交
し
て
歓
談
し
た
。
殷
光
明
氏
は
平
成
元
年
（
一
九
八

九
）
四
月
か
ら
、
成
城
大
学
文
藝
学
部
に
研
究
生
と
し
て
一
年
間
在

学
し
た
賀
小
萍
さ
ん
の
夫
君
で
あ
っ
た
が
、
北
村
さ
ん
の
話
で
は
、

私
と
会
っ
た
一
〇
年
後
に
逝
去
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
賀
小
萍
さ
ん
と
云
え
ば
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

の
四
月
敦
煌
研
究
院
の
ま
だ
幼
い
少
女
の
よ
う
な
感
じ
の
留
学
生
を

気
遣
っ
て
、
成
城
大
学
に
来
訪
さ
れ
た
段
文
傑
院
長
に
謝
意
を
述
べ

る
た
め
に
、
私
は
五
ヶ
月
後
の
九
月
六
日
に
敦
煌
研
究
院
を
訪
ね

て
、
一
四
日
ま
で
滞
在
し
た
。
六
月
に
北
京
の
天
安
門
で
学
生
た
ち

の
暴
動
事
件
が
あ
り
、
中
國
人
の
國
内
旅
行
が
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
、
莫
高
窟
に
は
観
光
客
の
姿
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
敦

挿図 ２　卒業生の藤井由紀子さんの案内で来訪した賀小萍さんと、東京藝大の
研究員の劉永増氏（書斎の応接室）
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煌
研
究
院
に
着
い
た
翌
日
の
夕
刻
、
私
の
来
訪
を
欣
ば
れ
て
、
段
文

傑
院
長
主
催
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
席
上
段
院
長
は
、
本
日
よ
り
敦

煌
研
究
院
で
は
、
私
を
中
國
人
の
学
者
と
同
じ
資
格
で
待
遇
す
る
と

仰
言
っ
て
下
さ
っ
た
。
莫
高
窟
の
調
査
に
際
し
て
は
、
修
理
中
の
窟

以
外
は
、
自
由
に
調
査
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

早
速
、
翌
朝
か
ら
莫
高
窟
の
調
査
へ
赴
い
た
が
、
そ
の
際
に
、
二

年
前
の
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
一
年
間
成
城
大
学
の
文
藝
学

部
に
留
学
し
て
い
た
朱
洪
江
君
が
大
欣
び
で
、
新
た
に
紹
介
さ
れ
た

同
僚
の
羅
華
慶
君
と
一
緒
に
、
終
始
私
に
付
添
っ
て
、
観
光
客
の
全

く
絶
え
た
莫
高
窟
の
窟
内
で
私
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
窟
内
の
高

い
位
置
に
あ
る
壁
面
を
調
べ
る
と
き
に
は
、
二
人
が
机
と
踏
台
を
用

意
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
懐
中
電
燈
を
照
し
て
ノ
ー
ト
し
て
い
る

私
の
両
脚
を
支
え
て
く
れ
た
。

私
は
、
観
光
客
が
全
く
絶
え
て
い
る
こ
の
機
会
に
と
思
い
、
昼
食

時
の
休
憩
以
外
は
、
終
日
窟
内
に
こ
も
っ
て
、
私
の
年
来
の
研
究
対

象
で
あ
る
摩ま

訶か

薩さ
っ

埵た

本ほ
ん

生し
ょ
う

図
の
あ
る
窟
を
、
北
魏
か
ら
宋
代
に
至

る
ま
で
見
て
回
っ
た
。
こ
の
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
〈
捨

身
飼
虎
〉
の
場
面
で
、
わ
が
身
を
飢
え
た
母
虎
と
子
虎
た
ち
に
与
え

る
べ
く
、
崖
上
か
ら
身
を
投
げ
、
崖
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る
薩
埵
王

子
に
喰
い
つ
い
て
い
る
子
虎
の
数
が
、
北
魏
か
ら
隋
代
ま
で
七
頭
で

あ
っ
た
も
の
が
、
吐
蕃
（
チ
ベ
ッ
ト
）
に
莫
高
窟
が
占
領
さ
れ
て
い

た
中
唐
期
に
は
、
子
虎
の
数
が
三
頭
で
あ
っ
た
り
、
五
頭
、
或
い
は

六
頭
で
あ
っ
た
り
し
た
。
ま
た
絵
巻
式
の
画
面
の
展
開
の
際
に
は
、

そ
れ
ま
で
右
か
ら
左
へ
と
進
行
し
て
い
た
も
の
が
、
逆
に
左
か
ら
右

へ
と
展
開
し
て
い
た
。

二

こ
の
時
の
敦
煌
へ
の
旅
で
、
思
い
が
け
ず
私
は
、
九
月
一
〇
日
の

夜
、
敦
煌
市
内
に
あ
る
敦
煌
研
究
院
の
幹
部
の
李
振
甫
画
伯
の
自
宅

の
夕
食
に
招
か
れ
て
、
御
夫
妻
や
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
食
卓
を
囲

み
、
敦
煌
名
物
の
ラ
ー
メ
ン
を
御
馳
走
に
な
っ
た
。
湯
気
の
沸
き
立

つ
鍋
を
囲
ん
で
戴
く
ラ
ー
メ
ン
の
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
庭
に

招
か
れ
て
、
家
族
と
一
緒
に
箸
を
と
る
そ
の
雰
囲
気
が
、
敦
煌
の
市

内
の
ホ
テ
ル
で
、
朝
夕
一
人
で
食
事
を
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
な

ん
と
心
温
ま
る
接
待
で
あ
ろ
う
か
。
帰
り
に
、
画
伯
は
御
自
身
の
描

い
た
「
飛
天
図
」
に
献
呈
の
署
名
を
し
て
、
今
夜
の
記
念
に
と
仰

言
っ
て
、
私
に
下
さ
っ
た
。
そ
の
「
飛
天
図
」
は
額
裝
し
て
、
私
の

家
の
座
敷
の
欄
間
に
架
け
て
あ
る
。

敦
煌
か
ら
帰
っ
て
き
た
私
は
、
李
振
甫
画
伯
に
倣
っ
て
、
敦
煌
か
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ら
成
城
大
学
へ
来
て
い
る
若
い
人
た
ち
を
夕
食
に
招
い
た
が
、
正
月

に
は
、
屠
蘇
や
御お

節せ
ち

料
理
が
十
分
に
あ
る
一
月
二
日
の
夕
方
に
招
い

て
鏡
餅
を
供
え
た
座
敷
で
妻
と
と
も
に
歓
待
し
た
。
日
本
で
の
客
を

迎
え
る
作
法
ど
お
り
、
松
飾
の
あ
る
門
か
ら
石
段
を
上
っ
て
玄
関
ま

で
、
そ
し
て
玄
関
内
も
水
洗
い
し
て
清
め
た
。
ち
な
み
に
、
わ
が
家

の
門
に
は
木
の
円
柱
は
立
っ
て
い
る
が
、
成
城
学
園
の
門
と
同
じ
よ

う
に
、
門
を
閉
ざ
す
扉
が
な
い
。

敦
煌
や
北
京
か
ら
の
留
学
生
や
研
究
員
を
わ
が
家
に
招
い
た
い
わ

ば
第
一
号
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
普
段
の
日
に
招
待
し
た

賀
小
萍
さ
ん
と
、
当
時
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の
研
究
員
で
あ
っ

た
劉
永
増
君
の
二
人
で
、
当
時
成
城
大
学
の
大
学
院
文
学
研
究
科
に

在
学
中
の
藤
井
由
紀
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
て
い
る
（
挿
図
2
）。

ま
た
私
の
手
許
に
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月
に
成
城
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
研
究
員
と
し
て
敦
煌
研
究
院
か
ら
来
て
い

た
蔡
偉
堂
氏
を
、
翌
年
（
一
九
九
二
）
の
正
月
二
日
に
、
大
学
院
で

一
緒
だ
っ
た
八
木
春
生
君
（
現
在
筑
波
大
学
教
授
）
と
八
波
浩
一
君

（
現
在
出
光
美
術
館
学
藝
員
）、
そ
し
て
私
た
ち
夫
婦
と
と
も
に
撮
っ

た
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
挿
図
3
）。
敦
煌
か
ら
来
日
し
た
諸
君
を

迎
え
る
正
月
二
日
の
祝
宴
は
、
私
が
成
城
大
学
を
満
七
〇
才
で
定
年

退
職
し
た
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

挿図 3　正月 2日の夜、卒業生の案内で来訪した敦煌の皆さんとの祝宴
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な
お
、
私
が
退
職
し
た
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
八
月
二
日
、

敦
煌
研
究
院
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
祝
賀
会
に
招
待
さ
れ
、
四
日
の

午
前
中
に
段
文
傑
院
長
と
共
に
院
内
で
講
演
を
し
た
。
次
の
五
日

に
、
東
北
大
学
教
授
を
停
年
退
職
後
実
踐
女
子
大
学
教
授
と
な
っ
た

上
原
昭
一
氏
が
講
演
を
し
た
。
七
日
に
敦
煌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
催
さ

れ
た
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
で
、
劉
會
林
副
院
長
に
、
こ
れ
ま
で
敦
煌
研

究
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
や
研
究
員
を
、
日
本
の
大
学
で
受
け

入
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
学
生
や
研
究
者
を
敦
煌
研

究
院
が
受
け
入
れ
て
欲
し
い
と
、
要
請
し
た
。

そ
の
翌
年
の
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
八
月
二
三
日
の
午
後
、

敦
煌
研
究
院
で
朝
日
新
聞
社
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
際
に
、

同
月
二
六
日
に
、
敦
煌
研
究
院
で
段
文
傑
院
長
を
表
敬
訪
問
し
て
、

朝
日
新
聞
社
の
学
芸
部
次
長
金
成
英
雄
氏
、
朝
日
新
聞
事
業
株
式
会

社
取
締
役
の
寺
出
訓
三
氏
と
と
も
に
、
私
は
昨
年
会
っ
た
劉
會
林
副

院
長
に
、
ぜ
ひ
と
も
日
本
か
ら
の
一
年
間
の
派
遣
留
学
生
を
受
入
れ

て
欲
し
い
旨
の
要
望
を
し
た
。
よ
う
や
く
賛
成
を
得
て
、
契
約
書
に

両
者
の
調
印
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
の
際
に
、
蘭
州
大
学
で
二
ヶ

月
の
学
習
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

三

敦
煌
研
究
院
・
蘭
州
大
学
・
朝
日
新
聞
社
と
の
共
催
に
よ
る
『
敦

煌
研
究
員
派
遣
選
考
会
』
が
、
朝
日
新
聞
本
社
の
別
館
で
始
っ
た
の

は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
選
考
委
員
長

に
成
城
大
学
名
誉
教
授
の
私
が
任
命
さ
れ
、
実
踐
女
子
大
学
教
授
の

上
原
昭
一
氏
、
創
価
大
学
名
誉
教
授
の
池
田
温
氏
、
龍
谷
大
学
名
誉

教
授
の
上
山
大
峻
氏
、
東
京
國
立
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
の
西

川
杏
太
郎
、
東
京
芸
大
名
誉
教
授
の
水
野
敬
三
郎
氏
が
選
考
委
員
と

な
り
、
朝
日
新
聞
社
の
金
成
秀
雄
氏
が
同
席
し
た
。

平
成
九
年
四
月
の
第
一
次
に
は
、
い
み
じ
く
も
成
城
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
専
攻
博
士
課
程
前
期
二
年
の
田
中
知
佐
子

さ
ん
と
、
同
じ
く
後
期
一
年
の
山
口
香
代
子
さ
ん
が
、
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
の
谷
口
耕
生
氏
と
と
も
に
選
出
さ
れ
、

五
月
二
七
日
か
ら
八
月
二
〇
日
ま
で
出
か
け
て
い
る
。
な
お
成
城
大

学
の
関
係
者
と
し
て
は
、
第
九
次
の
平
成
一
二
年
九
月
一
日
か
ら
一

一
月
三
〇
日
ま
で
成
城
大
学
文
藝
学
部
非
常
勤
講
師
の
北
村
永
さ
ん

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

敦
煌
へ
の
派
遣
は
、
こ
の
第
九
次
が
最
後
で
あ
っ
た
。
派
遣
さ
れ
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た
研
究
者
は
二
十
二
名
で
あ
る
が
、
成
城
大
学
関
係
者
が
三
名
も
撰

抜
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
往
年
の
成
城
大
学
と
敦
煌
文
化
院
と

の
交
流
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

な
お
、
敦
煌
か
ら
の
帰
國
後
、
成
城
大
学
出
身
の
田
中
知
佐
子
さ

ん
は
、『
朝
日
敦
煌
研
究
院
派
遣
制
度
紀
念
誌
』（
二
〇
〇
八
年
、
朝

日
新
聞
社
刊
）
に
、
論
文
「
敦
煌
莫
高
窟
早
期
壁
画
に
お
け
る
対
の

図
像
の
展
開
―
〈
龍
車
・
鳳
車
図
〉〈
維
摩
・
文
珠
図
〉〈
託

生
・

出
國
図
〉
を
繋
ぐ
も
の
―
」
を
、
ま
た
北
村
永
さ
ん
は
「
敦
煌
佛
爺

廟
湾
西
晋
画
磚
墓
に
つ
い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
、
敦
煌
派
遣

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

四

私
が
、
敦
煌
の
莫
高
窟
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
、
神
田
神
保
町
の
古
書
店
街
の
裏
通
り

に
あ
る
中
国
書
籍
専
門
店
で
、
潘
絜
茲
著
『
敦
煌
莫
高
窟
藝
術
』

（
一
九
五
七
年
、
上
海
・
新
華
社
書
店
刊
）
と
、
敦
煌
文
物
研
究
所

編
『
敦
煌
壁
画
』（
一
九
五
九
年
、
北
京
・
新
華
書
店
刊
）
を
入
手

し
て
か
ら
で
あ
る
。

『
成
城
文
藝
』
に
連
載
中
で
あ
っ
た
「
玉
虫
厨
子
制
作
年
代
考
」

の
第
九
篇
に
〈
絵
画
意
匠
よ
り
見
た
玉
虫
厨
子
の
様
式
年
代
に
つ
い

て
〉
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
そ
の
玉
虫
厨
子
の
描
か
れ
て
い
る
絵

画
の
祖
形
を
、
雲
岡
・
龍
門
両
石
窟
の
壁
画
と
と
も
に
、
敦
煌
壁
画

の
上
に
も
探
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
出
の
『
敦
煌
壁

画
』
を
購
入
す
る
こ
と
が
、
当
初
か
ら
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
偶
然

に
見
付
け
た
潘
絜
茲
著
『
敦
煌
莫
高
窟
』
を
、
中
日
辞
典
を
引
き
な

が
ら
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
莫
高
窟
の
成
立
や
、
ペ
リ
オ
な
ど
西
方

か
ら
の
探
険
隊
の
こ
と
な
ど
に
も
興
味
を
お
ぼ
え
、
い
つ
の
日
か
敦

煌
の
莫
高
窟
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
て
私
が
、
敦
煌
文
物
研
究
所
（
後
の
敦
煌
研
究
院
）
を
表

敬
訪
問
し
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
莫
高
窟
の
諸
窟
を
見
学
し
た
の

は
、
一
一
年
続
い
た
中
國
の
大
文
化
革
命
が
終
結
し
た
二
年
後
の
、

よ
う
や
く
外
國
人
の
訪
中
が
許
さ
れ
て
間
も
な
い
昭
和
五
四
年
（
一

九
七
九
）
の
四
月
の
こ
と
で
、『
中
国
佛
教
美
術
研
究
会
犮
好
訪
中

団
』（
団
長
埼
玉
大
学
教
授
山
口
静
一
）
の
一
員
と
し
て
で
あ
っ
た
。

私
も
副
団
長
を
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
、
成
城
大
学
の
同
僚
西
山
松

之
助
教
授
（
日
本
文
化
史
）
と
田
中
日
佐
夫
教
授
（
日
本
史
）
の
二

人
を
誘
っ
た
。
団
員
は
総
員
十
五
名
で
、
大
学
関
係
者
と
佛
教
関
係

者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

莫
高
窟
で
最
初
に
案
内
さ
れ
た
北
凉
の
小
さ
な
窟
内
の
尊
像
の
前
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で
合
掌
し
て
、「
般
若
心
経
」
を
誦
じ
た
東
大
寺
の
平
岡
定
海
師
の

姿
が
、
今
も
な
お
忘
れ
ら
れ
な
い
。

四
日
間
、
蔣
毅
明
女
史
の
案
内
で
、
北
凉
か
ら
宋
に
至
る
諸
窟
を

め
ぐ
り
歩
い
た
が
、
私
が
最
も
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
私
の
玉
虫
厨

子
研
究
の
原
点
と
な
っ
た
「
捨
身
飼
虎
」
図
で
あ
っ
た
。

私
が
成
城
大
学
在
職
の
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て　

法
隆
寺
に
あ
る

玉
虫
厨
子
の
研
究
に
没
頭
し
た
の
は
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）

の
三
月
、
成
城
大
学
の
文
藝
学
部
の
第
一
回
生
の
学
生
を
つ
れ
て
、

も
と
も
と
美
学
と
西
洋
美
術
史
が
専
門
で
あ
っ
た
私
は
、
そ
の
年
に

講
義
し
た
西
洋
美
術
史
の
実
習
を
す
る
た
め
に
、
岡
山
県
の
倉
敷
に

あ
る
大
原
美
術
館
に
出
か
け
た
が
、
学
生
た
ち
の
間
か
ら
、
せ
っ
か

く
の
長
旅
な
の
で
、
奈
良
へ
立
寄
っ
て
、
大
和
路
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
と
誘
わ
れ
て
、
は
じ
め
て
法
隆
寺
で
玉
虫
厨
子
の
須
彌
座
側
面

の
「
捨
身
飼
虎
」
図
の
前
に
立
ち
、
長
身
の
貴
人
が
上
衣
を
木
の
枝

に
懸
け
、
崖
の
上
か
ら
虚
空
に
身
を
投
げ
て
、
わ
が
身
を
崖
下
の
餓

え
た
母
虎
と
子
虎
た
ち
に
与
え
る
、
そ
の
從
容
と
し
て

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
死
に
就
く
姿

に
、
心
の
震
え
る
ば
か
り
感
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
敗
戦
の
前
年
、
学
業
半
ば
で
海
軍
の
飛
行
科
予

備
学
生
を
志
願
し
て
、
土
浦
の
航
空
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、
鹿
児
島

県
の
桜
島
の
水
上
特
攻
基
地
で
終
戦
を
迎
え
て
復
員
し
て
か
ら
も
、

挿図 ４　1979 年 4 月、敦煌文物研究所の常書鴻所長夫妻との対談
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死
へ
の
怖
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
北
魏
か
ら
宋
代
に
至
る
諸
窟
を
見
て
ま
わ
っ
た
後
、

四
日
目
の
午
前
中
、
蘭
州
へ
の
出
張
か
ら
戻
ら
れ
た
敦
煌
文
物
研
究

所
の
常
書
鴻
所
長
を
表
敬
訪
問
し
て
、
御
夫
妻
と
歓
談
し
た
。
常
所

長
は
私
が
法
隆
寺
の
研
究
者
だ
と
御
存
知
だ
っ
た
の
か
、
解
体
修
理

中
の
法
隆
寺
金
堂
が
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
二
六
日
の

未
明
に
失
火
し
、
罹
災
す
る
前
に
、
抜
き
取
っ
て
倉
庫
に
保
存
し
て

あ
っ
た
金
堂
内
陣
小
壁
の
「
飛
天
図
」
の
安
否
を
問
わ
れ
た
。
戦
時

中
か
ら
、
須
弥
壇
の
本
尊
が
疎
開
し
た
金
堂
内
で
は
、
蛍
光
灯
下
で

外
陣
の
壁
画
の
模
写
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
常
書
鴻
所
長
と
は
、
そ
の
年
の
暮
に
来
日
な
さ
れ
た
と
き
に

再
会
し
、「
敦
煌
の
魅
力
を
語
る
」
と
題
す
る
座
談
会
に
お
招
き
し
、

私
は
司
会
者
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の
と
き
も
敦
煌
莫
高
窟
の
「
飛
天

図
」
と
法
隆
寺
金
堂
の
「
飛
天
図
」
と
の
比
較
が
話
題
に
な
っ
た
。

敦
煌
を
熱
愛
し
て
お
ら
れ
た
井
上
靖
さ
ん
も
同
席
し
て
下
さ
っ
た

（「
世
界
」
一
九
八
〇
年
一
月
号
所
収
）。

私
は
、
そ
の
時
以
来
、
敦
煌
へ
は
成
城
大
学
退
職
後
も
含
め
て
十

三
回
訪
れ
て
い
る
。
十
三
回
目
の
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
八
月

一
六
日
に
は
、
樊
錦
詩
院
長
の
主
催
す
る
、
常
書
鴻
先
生
誕
一
〇
〇

周
年
、
並
び
に
敦
煌
研
究
院
成
立
六
〇
周
年
を
記
念
す
る
國
際
学
会

に
招
か
れ
て
、
外
國
人
学
者
を
代
表
し
て
、「
敦
煌
石
窟
は
人
類
の

宝
で
あ
る
―
常
書
鴻
先
生
の
忘
れ
え
ぬ
言
葉
―
」
と
題
し
て
講
演
を

し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

深
い
友
情
に
結
ば
れ
て
き
た
段
文
傑
院
長
が
退
任
し
て
か
ら
も
、

私
は
蘭
州
の
隠
居
の
お
宅
を
二
度
も
訪
ね
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
七

年
刊
行
の
『
敦
煌
研
究
』
4
号
に
「
尊
敬
す
る
段
文
傑
先
生
の
九
十

華
誕
を
祝
し
、
多
大
の
功
績
を
讃
え
、
長
年
の
友
誼
を
謝
す
」
と
い

う
一
文
を
寄
せ
て
い
る
（
完
）。




